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道産水産物価格の推移

•新型コロナウイルスの感染拡大と期を同じくして、高級食材の価格が低迷。

出典：札幌市中央卸売市場「水産物部市況統計」を基に道が作成

札幌中央卸売市場 うに単価の推移（宗谷管内産）
(円/kg)
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航空路線の運航状況（世界）

•世界の航空路線の輸送量（旅客距離）は、感染拡大に伴い急激に減少。
•回復傾向にあるものの、その動きは依然として弱い。

旅客距離（10億km）

季節調整後

世界の航空路線の輸送量

実数

出典：IATA 「COVID-19 Slow expansion of air travel in July」 35
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人の活動量の変化（国内・道内）

•感染拡大に伴う外出自粛などの行動抑制により、一時的に人流は停滞したが、徐々に再開。

出典：Google Covid-19 Community Mobility Report を基に道が作成

（基準からの変化率、％）

36

注：R2.1.3～2.6までの5週間の当該曜日の中央値を基準値として、比較
小売・娯楽、食料品・薬局、公園、駅、仕事場の5項目の平均



来道外国人数

•本道に直接入国した外国人（２０２０年９月）は、０人で前年同月比１００．０％の減少となり、１２か月連続
で前年を下回った。

出典：法務省「入国管理局調べ（速報値）」を基に道が作成 37



来道者数

•来道者数（２０２０年９月）は、５８．７万人で前年同月比５６．３％の減少となり、８か月連続で前年を下回っ
た。

出典：（公社）北海道観光振興機構の取りまとめ資料を基に道が作成 38



各圏域の航空機利用による来道者数

出典：（公社）北海道観光振興機構の取りまとめ資料を基に道が作成 39

・前年同月比でみると、２０２０年３月に大きく減少し、５月を底に回復傾向にあるが、低迷が続いている。



宿泊者数

•日本旅館協会加盟施設の宿泊者数（２０２０年９月）は、３５０，７０３人で前年同月比３５．２％の減少とな
り、１１か月連続で前年を下回った。

• このうち、国内客は３５０，４４９万人で同２６．４％の減少、訪日客は２５４人で同９９．６％の減少となった。

出典：日本旅館協会北海道支部連合会の提供資料を基に道が作成 40
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高級宿泊施設の拡充

複数回答（n=1,079）

北海道旅行に期待すること

• 「ウイルス対策の継続」への期待が最も高くなっている。

•北海道訪問希望者かつ訪問経験者では、「自然体験アクティビティ」のほか、「観光地での英語・多言語に
よる案内、表示」や「通信環境の改善」への期待が高くなっている。

新型コロナ終息後に北海道旅行に期待すること（北海道訪問経験者の傾向）
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語・多言語による案内、表示のブラッシュ

アップ

文化体験アクティビティの種類や質の充実、

ブラッシュアップ

観光地や観光施設へのアクセス改善
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41出典：（株）日本政策投資銀行「ＤＢＪ・ＪＴＢＦ アジア・欧米豪 北海道観光に関する訪日外国人旅行者の意向調査」（２０２０年９月）を基に道が作成



サプライチェーンの見直し

•今後注力すべきサプライチェーン上の課題として、「業務プロセスの改革」が必要と考えている企業は、全
体の６３．３％。

•課題の内容としては、業務の標準化・効率化（３９．５％）、部品等の購入先の分散化・複数化（２２．６％）、
部品の共通化・標準化（２１．８％）などが挙げられている。

出典：第４２回 未来投資会議「基礎資料」（２０２０年７月） 42



人・地域



大学の海外留学の現状・見通し

• ＮＰＯ法人海外留学安全対策協議会の調査（２０２０年９月）では、９７％の大学が夏の海外留学を中止、
春休みの海外留学についても２４％が中止、半数以上が検討中となっている。

【データ】コロナ禍における大学の海外留学の現状・見通し調査

特定非営利活動法人海外留学生安全対策協議会（JCSOS）は16日、コロナ禍における大学の海外留学の現状・見通しを大学関係者に調査した
結果を発表した。

夏の海外留学は97％が実施中止、春休みの実施は中止・検討中が多数。今後1～2年は留学者数減の見込み。

大学の海外危機管理をサポートするJCSOS（NPO法人海外留学生安全対策協議会/所在地・渋谷区/理事長 池野健一）は、2020年9月に、会員
の163校を対象にコロナ禍における大学の海外留学の現状と今後の見通しについて、【第２回】新型コロナウィルス感染症（COVID-19）と海外派遣
に関するアンケートを実施し、72校から回答を得ました。

アンケート結果によれば、97％の大学が夏の海外留学を中止しました。また、春休みの海外留学はすでに24％が中止、半数以上は実施を検討
中とし、多くの大学で今後の海外留学の見通しが立っていません。

一方、大学が海外留学を再開する際に、多数が外務省の危険レベルを判断基準としていて、海外留学再開には留学先の新型コロナウィルス感
染症危険レベルの緩和が待たれます。また、現地派遣先学校等からの情報も海外留学再開判断において重要視されています。

コロナ禍以前の留学状況に戻るまでには44％の大学が1年から2年の期間を予測し、海外留学者数が減ることが見込まれます。

【調査概要】
実施要項
調査名：【第２回】新型コロナウィルス感染症（COVID-19）と海外派遣に関するアンケート
調査期間：2020年9月1日～9月7日
調査対象：JCSOS会員
調査方法：インターネット上に設置したアンケートフォームへの回答
有効回答数：72件

出典：観光経済新聞 ｋａｎｋｏｋｅｉｚａｉ．ｃｏｍ ウェブ掲載記事（２０２０年９月２６日） 43



高速道路の交通量

•道内の高速道路の交通量は、ゴールデンウィーク期間を中心に大きく減少したが、緊急事態宣言の解除
後、緩やかな回復傾向にある。

出典：国土交通省「全国・主要都市圏における高速道路・主要国道の主な区間の交通量増減（週別資料）」を基に道が作成 44
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鉄道（ＪＲ北海道）の利用状況

•道内の鉄道網の大部分を担うＪＲ北海道の利用状況は２０２０年５月を底として回復傾向にあるものの、依
然として対前年比で大幅な利用者減となっている。

出典：北海道旅客鉄道（株）公表資料を基に道が作成 45
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バスの輸送量

•バスの輸送量は、２０２０年５月を底として回復傾向にはあるが、前年と比較すると、依然として厳しい状況
にあり、特に、貸切バスの減少が顕著。

出典：（一社）北海道バス協会からの提供データを基に道が作成 46
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ハイヤー・タクシーの輸送量

•ハイヤー・タクシーの輸送量は、２０２０年５月を底として回復傾向にあるものの、依然として厳しい状況。

出典：（一社）全国ハイヤー・タクシー連合会からの提供データを基に道が作成 47
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三大都市圏の人口集中とそれ以外の地域との比較

•東京圏への転入超過傾向は概ね継続しており、東京一極集中の構造は是正されていない。

出典：国土交通省『「国土の長期展望」中間とりまとめ 参考資料』（２０２０年１０月） 48



東京都への転入超過数の推移①

•東京都への転入超過数は、２０２０年５月には２０１３年７月以降初めての転出超過となり、７月及び８月も
転出超過が続いた。
（総務省の住民基本台帳人口移動報告によれば、９月も転出超過が継続）

グラフ・図表
（タイトル18ポイント、数値等12ポイント）

出典：国土交通省『「国土の長期展望」中間とりまとめ 参考資料』（２０２０年１０月） 49



東京都への転入超過数の推移②

• ２０２０年５月から９月までの東京都からの転出者数の合計は１４４，９０４人となっている。

•道府県別にみると、神奈川県、埼玉県、千葉県の順に多く、上位３県で５６．％と過半数を超えており、大
阪府、愛知県と続き、北海道は６番目に多い。

出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告」を基に道が作成 50



移住に係る意識の変化①

•新型コロナウイルスの感染拡大で地方暮らしへの関心が高まった人は４６％と半数近く。
•地方暮らしをしたい地域は、「北海道」がトップ。

出典：（株）トラストバンク「地方暮らしに関するアンケート」（２０２０年６月２３日）

地方暮らしへの関心の高まり
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移住に係る意識の変化②

•年代別では２０歳代、地域別では東京都２３区に住む者の地方移住への関心は高まっている。

地方移住への関心のさらなる高まり

出典：内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」（２０２０年６月２１日） 52


